
平成 26 年度 第１回静岡県国土強靱化推進本部会議 議事録 

 

１ 日 時 平成 26 年 9 月 11 日（木）午後４時 10 分から午後４時 35 分 

２ 場 所 静岡県庁別館９階第一特別会議室 

３ 出席者 川勝知事、大須賀副知事、難波副知事、髙副知事 

      吉林知事戦略監、下山経営管理部長、白井企画広報部長、斉藤くらし・環境部

部長代理、伊藤文化・観光部長、渡瀬健康福祉部管理局長、土屋経済産業部長、

野知交通基盤部長、岩田危機管理監兼危機管理部長、外岡危機管理監代理兼危

機管理部長代理、篠原企業局長、寺田出納局長 

静岡県教育委員会 安倍教育長、静岡県警察本部 金原災害対策課長 

４ 内 容 

（１） 知事あいさつ 

・ 昨年 12 月にいわゆる国土強靱化基本法が施行され、本年６月に国土強靱化基本計画

が、閣議決定されたところ。 

・ 国土強靱化は、これまでの防災の取り組みをさらに広げ、強さとしなやかさ、レジリ

エンスを持った安全・安心の国土、地域、経済社会の構築を推進するものである。 

・ 本県は、既に昨年６月に「地震・津波対策アクションプログラム 2013」と、「内陸の

フロンティアを拓く取り組み」を進めており、国土強靱化政策を先取りする形で、先

進的な取り組みをしてきたところ。 

・ 静岡県における国土強靱化をなお一層進めるため、地域の特性に応じて、自然との共

生及び環境との調和に配慮し、静岡版のモデルとしての国土強靱化を進めていきたい。 

 

（２） 国土強靱化基本法等の概要 

・ 岩田危機管理監が、参考資料１～３により国土強靱化基本法と国の国土強靱化基本計

画等について説明。 

 

（３） 国土強靱化地域計画策定に向けた取組 

・ 岩田危機管理監が、資料１～４により本県における国土強靱化推進本部体制、推進本

部の設置要綱（案）、検討スケジュール、地域計画の検討の対象とする災害と目標に

ついて説明。 

・ 上記のことについて、案のとおり取組方針として決定。 

 

（４） 知事指示 

・ 国土強靱化基本法にある施策の策定・実施の方針の「地域の特性に応じて、自然との

共生及び環境との調和に配慮すること」を見失わないこと。 

・ 事前に備えるべき目標に加えた「防災・減災と地域成長を両立させる魅力ある地域づ

くり」を推進すること。 

・ 各部局が国土強靱化を見直す主体としての意識を持ち、安心して、安全に暮らせる魅

力ある“ふじのくに”の実現を目指して、県をあげて取り組むこと。 

 

以上 


